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！ 

ズ
M

i
へ
の
勞
働
^
分
配
及
び
コ
ル
ホ
、丨
ズ
收
人
の
分
配
の
¥
绦
件 

.
料
作
♦々

滎
そ
の
他
に
お
け
る
個
人
的
7!
»
茧
少
数
欺
@

出
來
廣
拂 

,
制
の
逾
州
不
宠
分
•
勞
働
H 

9浪
费
に
瑶
く
低
ぃ
+(|
い
出
來
?.
.
-
;ノル 

，
マ…

…

拟
事
粱
發
膨
の
笊
太
か
灾
障
で
あ
る
、

こ
れ
ら
缺
稻
を
な
く 

すため、近
い
出
來
商
ノ
ル
マ
と
勞
働

H
の
勞
働
の
評
餌
を
檢

,

烙四條よリ

)

。

、

.

、 

'璧
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「

社
僉
出
篛
社
龠
を
發
肢
せ
し
め
る
諸
矛
侪」

.*…

：「

都
市 

と
農
料」

、
.r

粘
神
努
儆
と
肉
體
勞
働」

• 
.}.

コ
ル
.
ホ

ー

ズ

の

靡

^
 

化
鸫
锌
と
個
人
的
副
次
鸫
待」

•「

生
淹
と
消
驭」

•「

生
跑
と
社 

伐
的
必
迆j 

•「

分
配
と
消
赀」

：

「

妓
術
ホ
私
と
努
锄」

.
•「

世 

界
經
濟
に
把
け
る
ニ
つ
の
經
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體
制
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；
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驭
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符
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發

旭

沬

則

に

つ

い
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「

、
マ
ル
ク
ス
中
の
姆
の
下
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九
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苹
六
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絨
抓
學
の
對
象
と
方
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泚
贫
セ
莪
的
鸫
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は
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资
本
制
綷
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ょ

y
も
よ='

极

•
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ク
ダ
畋
な
も
の
と
ぶ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
故
に
社
僉
土
蕺
的
經
浒
發
姆 

の
法
則
も
亦
、
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リ
複
雜
V
多
岐
な
も
の
で
あ
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法

則

は

，
社

穷

、

:-
r
l義
跖
會
に
も
安
常
す
る
が
ぃ
6
疑
i?
!J
そ
0
も
の
.

■

炎
，
ら
成̂

め
#
禅

_
:
:
ぃ
::
^

け
る
奶
値
.法
則
の
錢
待
と
比
、，
-i
t
-體
rn'
J

u如
！
：

な
る
5.
と
を
相
す
の 

《

か」

と
い
ぅ
様
に
提
起
さ
れ
ね
.
•ば
な
ら
な
か
つ

.た
。

• 

‘

•

•
,
、
 

'
■
• 

V 

•
;

炉

•

、
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.

れ
驢
妃
苘
盟
社_

.
容
«
_
纖

騰

顧

疆 

r

な
も
の
、

一
は
、
社
會
主
義
的
4
業
化
で
あ
る
。

エ
業
他
の
客
靓 

，他
必
然
性
が
、W
民
の
認
識
を
通
じ
て1

に
ょ
っ
て
把
振
さ 

■
れ
、一

般
的
方
針
の
基
礎
，と
し
て
エ
業
化
の
念
速
な
テ

1<
ポ
が
採 

ら
れ
'?
:
こ
と
は
、

レ
ー

一
一
ン
•
ス
タ
ー

リ
ン
の
諸
勞
作
及
び
決
議 

に
示
さ
れ
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(抓
4
>

工
業
化
の
根
據
设
、

一
般
的
に•は
工
業
の
：
#
姝
的
に
ぬ
坐
產
手
段
生
產
の
歲
速
な
發 

展
の
速
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
第
一
次
五
ケ
年
計
被
當
時
に
，於
て 

.r

蒞
し
杣
象
的
に
內
外
情
勢
を
無
視
す
れ
ば
勿
論
も
っ
と
緩
和
し 

得
?:
で
あ
ら
ぅ
が
、
辦
戤
は
第
一
に
杓
外
情
勢
を
無
視
し
て
は
な 

ら
す
' 

笫
二
に
は
阐
繞
じ
て
い
る
狀
態
か
ら
见
れ
ぼ
、

H

業
の
念 

速
な
發
展
テ
ム
ボ
を
命
令
し
て
い
た
，も
の
は
他
な
ら
ぬ
そ
の
狀
態 

.

で
、あ
っ
た」

(

.

「

諸

|?
!
1
'
,
®」

)

の
で
あ
る
。
, ®

ち
一
方
に
於
て
政
治 

す
的
に
は
敞
も
進
步
し|-
:
權
カ
を
持
っ
の
に
、
他
方
そ
の
經
濟
的
戡

礎
た
る
工
業
技
術
水
準
が
非
常
に
泜
か
つ
た
と
い
、

n

矛
盾
の
淸m-
•

，.
'.
.'
'
土
い
や
必
然
性
忙̂
處

福

肅

許
^
は
全
面
雜
に
歡
膨̂
つ
夂
ャ̂
^̂

: 

■
エ
業
化
(0
建
課
棊
業
べ
の
：資
金
投
.下
の
_
し
い
增
撕_
決
定
レ
;
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H

業
化
と
箱
接
な
關
聯
に
あ
る
の
.が
農
業
集
圈
化
で
あ
る
。
社 

#
虫
義
權
力
は
，小
農
經
胬
を
そ
の
經
濟
的
恶
礎
と
し
て
い
る
限 

フ

小

農

經

營
^v

の
'經
濟
时
基
礎
と
し
、
^

%生

.'
-
發
展
す
^
貪
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木
主
義
的
諸
要
索
に
對
し
關
心
^
拂
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
從
つ
て
、

:'
■
■,バ

纏
泰
を
レ
含
め
た®

.

代
的
火
規
模
生
產
の
敁
猶
的
获
礎
の
上
に
移
す
ご
と
が
、
洛

»1
的 

必
然
K
も
と
づ
く
省
展
法
則
と
し
て
と
リ
上
げ
ら
れ
た

9

殊
に
農 

、
..業

が

エ

業
> に

對

し「

I
通

に」

て

い
-?
:

ば

かP

で
な
く
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「

過
度
に」

遝
れ
て
い
，
に
た
め
、
そ
れ
は
穀
物
問
題
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し
て
提
起
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•
-さ
れ
た
。
か
く
て
工
業
は
、
，
媸
れ
た
分

®
的
農
業
を
集
團
主
義
の.
 

悲
礎
の
上
に
种
姐
す
る
こ
と
を
た
す
け
、
他
方
農
業
は
，

X-
業
生
產 

物
を
受
げ
入
れ
る
市
場
と
し
て
、
肢

料
•
食
®
の

供

給

者

し

し’

て

ま
?:
缺
^

您

沪

の

黯

，要

を

み

た

す

{元

成

品

を

輸

入

す

る

?:
め
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に

必

要

な

輸

川

品

の

源

泉

とし

て

エ

の

義

と

な

つ

た

。
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'へ
の
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偶
然'で
は
'
か
つ
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尙
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一

ン

產

の

諸
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則
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运
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資
本
顧
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會
の
運
動
法.«
|
]た

る
.«
値

法

則
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'
'社
#
主
義
O'
社

.

, 

會
に
そ
の
ま
ま
作
用
し
つ
外
け
て
い
る
と
考
へ
る
こ
と
も
.、
，
叉
全 

然
そ
め
力
％#

失
し
^
と
考
へ
る
こ
と
も
共
に
誤
で
あ
る
。
舉
態 

，
は
.取
る
れ
.に
顧
雜
で
あ
夕
て
、
ブ
價
^

^
は
〃
蒙
主«:
發
生
.の

は
, 

る
か
以
前
か
ら
作
用
し
て
い
れ
し
、

叉

「

資
木
主
義
が
慶
止
さ
れ 

?:
策
も
、
ハ
馨
主
義
國
家
が
手
に
ょ
''
.
0
'
ホ
_

#
主
,

.
設
ニ
_

民.

«
濟
'の
:̂
畫
的
指
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.
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に
、
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ヵ
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:
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幣
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格
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刺
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#
的

勞

働

の

配

分

は

直

接

忙

，
肝

逛

に

ょ

0
て
決
定
さ
れ
、、僧
格
運
，
 

動
に
從
風
し
な
い
と
.い
ぅ
意
眼
に
お
い
て
社

#
主
翁
社
#
の
價
攸

_

ほ
■

養

憲

*
書

^

昏

，

.さ
れ
る
、
が
し
か
し
そ
'れ
は
資
木
木
制
社
#

に
於
げ
る
と
は
異
り 

'自
激
力
と
し
て
は
作
用
せ
す
、
意
識
さ
れ
た
必
然
と
し
て
作

^
す
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植
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則
と
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主
義
社
會

』

の
間
題
に
窬
せ
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又
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貨

幣
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諸

，機

能

,

資
本
制
社
# - 

に
お
け
る
と
稂
本
的
に
異
り:,
1
ソ
ヴ
j

ィ
ト
經
请
の
性
格• 

4
の
•

- 

'

發
展
法
則
に
ょ
つ
て
規
楚
さ
れ
る
。
卽
ち
國
の
エ
.業
化

*
農
業
集

、
：：.，
；
：
：：の
：
增

夹

_

洚

れ

：
0

社

會

走

馨

觀

，

の

合

理

的

利

用

‘
社

會

逢

義

.

,

的
分
配
股
則
の
實
职
へ
の
寄
與
な
ど
で
あ
る
。
社
舍
生
義
社
#

の 

——

X
業
に
於
て
も
、
、
農
業
に
於
て
も

——

直
接
的
に«1
:
含
的
な 

勞

働

の

分

業

の

素

，

Q

•諸
特
質
は
、
交

換-
®値

形

態
.
k弊
、

.

從
つ
て
變
形
さ
れ
ホ
砠«

法
則
の
存
續
の
必̂

を
條
«
ク
け
て
い 
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四̂

ぶ.「

ゾ
匍
■

國

琢

經

濟

賢

靈

ば

パ

勞

働

を

搾

取-:
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か

プ
る
资
木
へ
ン
の
惯
値
の
轉
化
が#

布
じ
f

い
と
い
う
特
徴
を
持
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;
:.:;
-
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则
•

社
i

主
韻
的
生
產
ぬ

す
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註
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^
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ぃ
信
用
バ
プ
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ア
ム
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如
き
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經

窗

用
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段
經̂

^
葉

め

組

織

沘

拉

際

し
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て

鍊

用
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.するどいう
ことは、

.社#主義經
濟の本質に

悲

く

。

社

#

■

.

中
：義
社
會
に
於
て
は
、
勞
働
绝
產'物
は
商
品
、
，卽
ち
直
接
的
に
で 

比
な
く
商
業
を
通
：

0

て
漱
^

ざ
れ
る
と
こ
ろ
の
生
產
物
と
い
う

姿 

ゝ
.，
を
と
る
.

0
ソ
同
盟
社
會
は
"
米
だ
そ
れ
程
高
度
の
禮
働
生
產
虹 

.

痛
業
や
货
幣
.の
顧
な
逍
具
な
し
で
分
配
を
實
颂
す
る
理
想
的
- 

•

.
な
完
全
な
分
配
歡
も
持
つ
て
い
な
い

J

ハ£

0

。

「

贫
業
は
資

.

.• 

. 

、
 

/
 ' 

九 U

 

.(

九
ニ〕

、

木
主
義
に
於
て
は•盲
目
的
な
市
場
の
ま«»
]

を
基
礎
と
し
f:
_
人
的 

ノ
交
換
の
腻
で
行
は
れ
る
。
社
會
主
義
に
於
て
は
商
業
は
、
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蕺
經 
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生
|
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柘
办
、̂
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ソ
ヴ
ヱ
イ
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家
に
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つ
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さ
れ
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0

ソ
ヴ
ザ
イ
ト
商
業
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社
#

主
義
的
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大
神
，生
産
の
條
件
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っ
で
あ
り
勤
勞
者
の
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的
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狰
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練
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タ
榮
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ゅ
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艽

：
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減
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^

過
程
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で
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ね
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さ
れ
^ -
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會
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義
社#

に
於
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さ
れ
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。
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し
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鸫
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濟
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吖
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マ
ル
ク
ス
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ル
ゲ
ル
ス
が
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主
義
社
#

に
お
け
石
價
値 

'

法
則
，の1

的
役
割
と
そ
の
窟
義
と
に
就
て
激
言
し
た
と
こ
ろ
忆 

對
し
て
は
、
我.
々
は
餘
办
多
く
を
期
待
し
て
は
な
ら
ぬ
、
ニ
茗
々

「 

と
は
レ
才
ン
チ
エ
フ
の
赏
で
あ
る
。
我
々
は
例
へ
ば

「

資
本
論」

:

第
二
卷(

I

I

.

 

f七
5

に「

貨
胳
乾
本
な
る
も
の
は
、

; 

'

社
龠
的
蓮
の
下
で
嫂
無
く
な>る
。
勞
働
九
及
び
生
寧
鐘
は
、 

フ

.

.
,

、• «
:

#
に
依
つ
て
麵
々
な
る
營
業

部
！：

に
配
分
さ
れ
る
。
思
ふ
に
、

一
 

み
；

E

し
た
た
け
の
分
配
を
受< 
ベ
き
小
切
手
を
與へ，ら
れ

^)
.
こ
と
に 

了
， 

な
る
‘の

で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
小
切
手
は
何
等
の
貨
愁
で
な
い
。
そ
れ 

” 

は
流
通
し
な
い
の
で
ボ
る

」

.と

い

ふ

言

葉

を

兑

出

す

。

こ

の

マ

.
ル 

\ 
.
 

ク
ス
の
豫
言
を
誤
債
と
見
る
.こ
と
-は
誤
ぶ
で
あ
る

o 

‘寧
ろ
資
本S

 

i 

的
货
嫩
及
び
信
用
制
度
の
^
#
.を
^
確
に
豫
言し

た
天
才
的
斷
觉 

J 

,

、
で
あ
る
ご
と
を
先
づ
認
め
ね
ば
な
'̂
>な
い
。
时
題
は
こ
の
様
な
マ 

一
、

*

ル
久
ス
の
豫
言
を
，ド
グ
マ
と
化
し
、
信
仰
の
對
象
と
し
、
經

f

 

( 

こ
無
視
し
、

ー
般
的
命
題
を
特
殊
化
し
具
體
化
し
茁
確
化
す
る
努
办

’

し

• 

. f

傾
他
決
則
と
社#
、■

社
食』

の
問
題
に
寄
せ
て

を
拂
，は
、？
と
せ
ぬ
と
こ
ろ
に
生
す
る
。

-
上
部
襁
造
の
變
革
と
共
に
客
覜
的
必
然
を
無
龈
し
て
下
部
權
造
，

-
も
質
^ -
に
，改
變
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
、
と
虫
張
す
る
小
兒
皆
患
者
、
• 

ニ
- 

- 

及
び
、.-
下
规
襁
造
.の
改
變
に
對
す
る
努
カ
を
放
棄
せ
ん
と
，す
る
社

嫌

虛

麗

向
^

:
義

_

此
_

ぬ

麗

_
動

1.
彭

'
’
；
'
.
'
.
.
ー

の
で
^

り
.、
こ
れ
ら
に
對
す
る
鬪
爭
の
過
程
に於'

'て

社

會

主

義

建
’

設
の
成
功
亦
着
々
す
、
>

め
ら
れ
た
こ
土
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る0
 

-

广
チ-'
-

v
ヤ

ノ

フ

，
'

•
プ
レ
オ
ブ
ラ
，ゼ
.ン

ス
キ
'
r〕

、
後
者
は
慣
i

'^
-m

q 

そ
の
.ま

、
の
復
歸
を
主
張
し
た

(

ブ

ハ

ー

リ

ン
.
ル

ィ
„

7〕

0
レ

オ

/ 

ジ
チ‘、
エ
フ
’
等

の

新

见

解

は

こ

の

兩

參

の

誤

謬

を

洱

確

靜

し

た

も

の

■

•'
で
あ
る
。
鈴
木
武
雄
氏
は
ブ
ハー
タ
ン
の
觅
解'
レ
才
ン
-チ
エ
フ

.

-
.
^

識
會
生
霧
酞
會
ド
ー
^

愚

■:
.
'

.
■'
'
.■■
'(

：
:

イ 

.

,

前
に
も
適
べ
た
如
く
、
社#

主
義
社
會
に
於
て
は
咨
觀
的
經
濟.

，

的
必
然
と
，し
て
勞
働(

s

<

質)
.4

應

じ

、
て

の

分

配

が

、
社

#

:

、

：

’

生

活

，
の

主

導

脱

則

と

な

つ

^

1\
る

。
，
®

ち
努
働
が
經
濟
生
活
に
お•

:

け
A
尺
度
と
し
て
殘
つ
て
い
る
。
現
M
の
勞
働
の
質
.的
差
興
抆
狹
、

' 

，
ま

り

つ

、
あ

る

け

れ

ど

^

い
異
種
勞
働
を

:|
!
'鮮

す

る

た

-
め

の

直

接

的

公
^

母

は

、

求

め

ら

れ

て

い

な

，.い9、

從
つ
■
て
ソ
'
同

盟

の

現

^

階 

\

ぐぃ

 

さ1
1

(

、
さへ

)

'

取
 

,

ブ

ン

 

' -

•
”

，
？ 

、

!

/

■

、

-



.

,

■-

『

顧
# :

法
則
と
社̂

虫
港
r
mj
:

會』

■
の
間
類
に
寄
せ-
て
：

,

,に
於
て
は
與
橄
得
働
の
#

»
は
、
未
だ̂
®
の
諸A
il
#J
:

r

®
 

.ち
社
#
主
義
IV

お
け■る.商
n
i
l

—
Q

訃
弊
と
比
較
に
ょ
づ
て
間
揆 

的
に®
现
さ'れ
る
の
外
は
な
い
。
憤
値
故
則
が
資
本
佩
坐
產
様
式 

-

に
於
け
る̂
は
完
全
に
與
つ?:
改
變
さ
れ
た
形‘に
於
で
.

一

然
し 

傻
1

逭
と
富
つ
て
は
誤
り
で
は
な
か
ら
ぅ
か

_
_

で
は
■あ
る
が 

-

布
独
し
、
そ
の
力
を
維
持
す
る
の
は
こ
の
现
山
に
基
く
尸
社
#
主 

義
社
會
の

成
：：：5

の
勞
働
は
商
品
を
生
®
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か 

し
そ
の
，商
舳
は
、
，
交
換
の
性
質
が
變
化
し
て
い
る
こ
と
~に
於
て 

r

特
殊
な
社.會
生
義
的
商
品

」
と
一-i
f

^
ベ
ぎ
で
あ
ら
ぅ-o
、〕

P 

:
:
,~ 1

商
滿
^

象
一
:: 0

仏
_

て
、ー
補̂

卜
の
社
#

の
必
要
に
應
ず
る
と
こ
ろ.の——
で
あ
り
、
他
面
に
於 

て
，、
憤
値̂

:

す
る
。
资
本
制
社#

に
於
け
る
と
^
^
然
そ
の
性 

赏
を
異
に
し
つf, 
i

社入！：

主
義
訐
諶
經
濟
に
於
て
商
業

•
'貨
. 

幣
•
.，倩

用
•
<
-銀
行
な
ど
が̂

す
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る

0
又
そ
の 

商
榀
の
惯
値
は"

そ
れ
の
注
蓝
に
現
汊
に
赞
さ
れ
た
個
別
的
勞
働
.
. 

支
/|
!

で
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ0
生
溃
乃
至
#

纽
鹿
の
，た
め
に 

社
#

的
に
必
f

さ
れ
る̂

4

の
：: 1
に
ょ
つ
て
決
ま
を
。
郎
ち
社 

會

達

社

臂

ぬ

廣̂

は
勞
撤
は̂

^

の
佩
面
一̂

ナ
面
ゝ
-
使
用
價
ぐ 

値
を
：達

す

_
其

聽

澇

働

穸
<|
)
:り
、
：板
面(

社
會
的
生
產
杧
支
，：：
 

出
さ
れ
る
總
體
と
し
て
の
勞
働
の
一
部
を
糨
成
す
る
杣
象
的
努
働

-
:

、
\

/ 

.
'
九
叫
 

C

 

九
四 0

 

:
:で
^)
■

る_
_

を
も
つ
。然
し
G

が
ら
こ
のK

力
働
の
ニ
重
性
は
、
於

;
:漏

1

把
載
光
德5

^
1

■

爾

M

w
觀
傭
ぁ
社
翁

.

.

Q

矛
®

と
の
關
聯
を
命
全
に
撕
ち
切
つ
、
?:
，も
め
で
あ
る
。

パ

，
 

«;
*
會
立
義
的
諸
企
業
で
働
く
個
々
の
勞
働
者
の
勞
働
は
全
阈
以 

經
濟
的
規
榄
に
計
迸
的
に
糾
織
さ
れ?:
社
释
勞
働
び
る
が
故
、
庳 

-.
.
•接
、--
-社
會
攸
性
贾
を
帶
び
る
。
こ
沁
愆
味
か
ら
も

「

社
#

主
義』

:
:
.
:
藝
！商

€
.
:采

-1
'

 ̂

.P
r

性
格
を
帶
び
る
。
前
者
は、
' 後
者
乃
至
堪
純
な
る
谪
品
に
お
け
义 

商
品
に
固
有
な
矛
质
を
杓
在
、
し
て
い
な
い
點
、
そ
れ
ら
と
は
衣 

.
:
:質
的
.に
^

り
ゼ
％
0;
ゼ
.あ
备
。
ヮ_

ち
§

走
義
の
商
; ^
は《

.
'名
年
，
 

や
そ
■れ
I

以
後
の
發
M
.に
於
て
不
可g

的
に
、
®

A
杉

成=

增 

;'
-
'殖
'
‘

*餘

疆

0
_

坐
::
-價
値

の

實

琪

不

：可

能

胜

ぬ

導

,<
'
-
'
と」

ろ
へ 

-
へ
の
矛
厝
の
象
現
者
で
は
な̂:
:點
ヒ
於
て
、'.
-
:單

純

齓

品

，
，
資

本

家

的 

商
品
と
は
极
木
的
に
與
る
ノ
 

ノ

.

.

:

.
,ホ
ギ
ラ
，ス
チ
：ョ
::
1
;:ト..(.

獨
立
的
經
濟
嘗

).：

は
國
疆
，
の
計
，
_ 

铍
的
指
導
の
た
め
に
必
耍
な
容
覜
的
必
、然
で
あ
る
が
、
變
容
さ
れ 

た
價
値
交
換
の
览
則

(

國
家
に
ょ
る
交
換
の
計
散
化

)

は
、
こ
の 

社
#
主
義
企
業
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
-3
1
>

的

、
ン

ス

テ

ム

を

狹

#

と
し 

て
い
、る
'。
社
會
主
義
企
業
に
於
け
る
ホ
ズ

_
_一フ,ス
チ
3

ィ
ト
は
、
、
一
 

方
に
於
て1
{#
と

物
的
資
材
支
出
、

：

他
方
に
於
て
生
產
の
結
來
、

0 メ
：；

マ
卞
::
0

«

ハ1

、“
國
{
舞
に
_

'

M

經
濟
；
 

...比 

:a

識

避

激
' o
m

本
：

g

諸
因
柳
に
應
じ
セ
實
珙
參
れる

。;
.

.

•o
ヴ̂

-̂
^
沙
の
諸̂-
門
か
资̂-
が
そ
ル
に
準
レ
て
な
さ
ル
る 

V

-6
.9)

ラ
ン
ス
，，は
、
資
冰
制
社
會

b
於
か
レV

«:
-
#*
、3;
*
»* 

食
に
於
け
る
.と
で
は
极
本
的
に
抓
务
か

C
o
.
X、
社
# 

義
片
於
，置

j：
る
國

計
m
に
1D

義 M  
社部  
會 n
で へ

は 配
,、分、

-諸す 
独る 
の■秧
使
用
惯
値
生
艇
部
門
m
へ

の
努
働
力
と

%

:•
«

自

的

な

形■で
.支
.

■
す

る
--
9
*

會

主

'
■.海

杞
^
論
ぬ
事
^
は
あ
る
が、
：
"
^

へ

廣

繼

黎

段

.

(

衆
^

工
奪
^

ホ

ー

ズ

の

設

備

な

ど

)

は

商

品

で

な

く

、

.
'交

換
6
•さ

れ

な.
ハ
0

ヴ
.

」

3

:

_

讓

慕

薩

_

畫

:0
:

證

#

鋪

讓

つ

:;
v

、y
翁

證

_

_

暴
_

:

歡

觀
^ :
;

«>

の
所
布
で
あ
る
二
と
も
、

尸
ル
ホ

ー

ズ
H

71
敷
附
M

、地
生
產
•物
の 

猫
f

と
北C

に
價
値
法
則
存
瀨
吖
消
極
诉

(

實
蟛
的
建
設
茴
的
か
：
 

t
ら
兑
て)

一
a

と
，
な

つ

エ

い

る

こ

と

は

¥

ふ
ま
で
も
な
い
。
非
組

■

_

疆

.

1
參

■

顏

識

敷

眺

讓

■

■

觀

へ

：

:
m儀
^
嫌
^

策
■

響
#

::
^

'

^
觀̂
f

>w
'

m
策
■

蕾
會
他
.報
齊
生
：

」

產

物

中

勞

働
R

i-
l

^
fc
て

塊

物

形

態

で

コ

ル

ホ

ー

ズ

fl
に

分

配

さ

，へ'
.
.
,
.
.
.
,
.
- 

... 

-
: 

. 

'
•
:
- 

•
•
• 

•
•
•

.

;

，
、
九
？

.(

九
五
'

)

,■
 

J,

の
上
較
對
象
を
必
要
と
す
る
一'
定

期

間

內

，
の

企

業

の

靈

出
 

と

、«

該

期

冏

仁^

通

さ

ル

た•生

產̂

f

l:f
t

と

の

比

較

は

、

そ

の 

付

^

か

次

通

の

分

母

に

ょ

つ

て

m

分
さ
れ
る
ベ
き"
S-

.と
を
必
要
し 

す
る
。
掏
"
1
慣

猶

が

こ

の

公

分- «

の

霸

を

な

す
0

そ

.し

て

貨

幣
 

欲
で
表
は
さ
れ
た
突
川
と
そ
の
結
艰
の
比
較
は
、
股
則
的
に
、
當 

孩

企

業

，の

妒

勐

を

映

す

る

鏡

'と
な
る
。
•か

、
る
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョー 

ト

の

馊

施

に

ょ

り

企

業

の

、エ

變

母

ノ

撇

場

&

、

生
產
隊
每
に
、
不

:,
'

-

:

:

»-l;

-

®
l i
^

:
''
e

:

*

4

_

:

:

;

:

:

.:
'

r

i

'■
'
■■
.
.
,- .J. V

'
:

-:.'

ニ
ノ，
. 

•:
■
.
-
:

:

囊

■

囊

：

翁

4

^
來
ふ
观
濟
母
猶
^

的

猶

_

彩
與
^
^ ;
:

^

る)

^

:

, 

金」

社
沿
入
流
動
资
金
と
典
に
企
業
の
流
動
资
金
を
形
成
し
て
い 

る
。
.そ
し
て
そ
れ
枕
企
業
の
管
孽
に
妥
ね
ら
れ
て
訏
进
課
題
遂
行 

の
？
め

及

- ?

问
介
#

の
、41
產
物
と
他
企
業
の
生
產
物
の
交
換
の
、 

た
め
に
利
划
さ
れ
る
。
こ
こ
に
於T
H

營
企
‘業

間

の

交

換

は

餺

の， 

交
換
の
形
式
を
と
る
ノ
改
變
さ
れ
た
，形
で
の
偾
値
交
換
の
职
則 

は
、
、
ホ
ズ
ラ
ス
，

ョ
I

h
的
シ」

ス
テ
4

の
上
に
も
立
：つ
て
い
な
の
ー 

で
‘あ
る
。

ノ 

. 

* 

■ 

,

\

輕
麗
：

I :
;藤
：

霧

.ひ
_

^

|

1.が

.

.

.•.
•.
•
,
. 

-
.
.
. 

.

. 

•

'.
..-•.ノ 
ニ-
.
-
.
-
.
-
-

1
•
:
.
.
. 

-
- 

•

-.
. 

•■
.

.
ブ1.

.

广
.

、

『

似
値
法
則
と
社
命
®

社
£

の
叫
®
に
寄
^
て



, 

『

倒
値
法
則
と
社
會
虫
義
社
脅

』

の
問
輝
£
寄
せ
て
.

.

' 

,れ
i

浊
產
物
の
，

一

.部
が
賛
現
さ
-れ
、

 ̂

>

で
は
や 
> 
资
目
的
#

®

.

を
帶
び
た
債
値
法
則
が
支
配
し
て
い
た
、
>
し
士
し
配
給
切
符
制 

.

駿
止
、M

J-
1I
Jに
お
い

.
て
，も
そ

の

宵
目
的
他
賢
は
國
家
の1^
#

®

格
に 

、ょ
っ
て
|

な
る
獨
立
的
變
動
を
妨
げ
ら
れ
て
い
た0
然
ぶ
に1 

i

四
七
年一

I
1 :

十
四
.

G
I

沢
宠
の
單
一
價
格
抓
度
，の
樹
立
に
ガ
っ 

て
そ
れ
も
完
全
に
消
诚
し
た
こ
と
は
周
知
ひ
如
く
で
あ
％

勿
論
省
に
f M
fi
l

' t
は
一

.致
レ
な
いo

し
■力

し

そ
の
背
離
は
資
本
制 

的
の
偎
格
の
倒
値
か
ら
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